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【 本 校 の 教 育 目 的 】 

 

 (1) ものづくりや創造する喜びと学ぶ楽しさを早期に知ることを通して，明確な職業 

  意識，学習意欲を養成する。 

 (2) 高度科学技術を中核となって推進するための基礎知識と基礎技能，専門知識を身 

   につけ，自ら課題を探究し，解決できる能力を養成する。 

 (3) 実験実習など体験学習を重視して豊かな創造性と実践力を養成する。 

 (4) 論理的な思考力，コミュニケーション能力，プレゼンテーション能力を養成する。 

 (5) 情報技術の進展に対応できるよう，全学科において情報リテラシーを養う。 

 (6) 豊かな教養と倫理観を身につけ，地球的な視野で人類の幸福のために貢献できる 

   能力を養成する。 

 

 

【 各 学 科 の 教 育 目 的 】 

 

  ○ 基幹教育科 

 

 (1) 人文・社会・保健体育系科目では，心身ともに豊かな人間性と倫理観を養成する。 

 (2) 理数系科目では，実験・実習の体験的学習を重視し，理論と実践に導かれた創造   

  性と実践力を養成する。 

 (3) 国語・英語系科目では，国際的に活躍できる技術者としてのコミュニケーション・ 

  プレゼンテーション能力の向上を図り人間力を養成する。 

 (4) 専門科目との連携を図り，専門科目学習につなげるための基礎学力・応用力を養

成する。 

 

 

  ○ 機械工学科 

 

 (1) 材料力学・機械力学・熱力学・流体力学という４つの力学科目の習得を通して，

機械工学系技術者としての基礎能力を養成する。   

 (2) 機械工作，機械材料，機構，設計などのものづくり技術関連分野に加え，制御工

学や電気・電子工学分野などのメカトロニクス技術関連分野の習得により，機械装

置・機械システムの設計開発能力を養成する。 

 (3) ものづくりの基盤となる機械製図や機械工作実習，機械工学実験を通して実践力

を育み，卒業研究では自学自習能力の向上とともに，総合的な課題解決能力および

技術開発能力を養成する。 

 

 

 ○ 電気電子工学科 

 

 (1) 電気回路や電磁気学などの工学系基礎科目の習得を通して，電気電子系技術者と

しての基礎能力を養成する。 

 (2) 電気工学，電子工学および情報通信工学の三分野の幅広い技術を教授し，エネル

ギー・エレクトロニクス・コンピュータ分野で課題を追及・解決できる能力を養成

する。 

 (3) 電気電子情報工学実験や実習などの実践的学習を通して，計画・遂行・データ解

析・工学的考察および説明能力を育み，卒業研究においては技術開発能力を養成す

る。 

 



  

 

  ○ 電子制御工学科 

 

 (1) 情報通信系，電気電子系，機械制御系の基礎科目の習得を通して，電子情報・制

御系技術者としての基礎能力を養成する。 

 (2) ソフトウェアや電子制御システムの理解を通じて，コンピュータや電子回路技術

を応用した自動化システム・ロボットシステム・知能化システムのデザイン能力を

養成する。 

 (3) 情報処理や工学実験などの実験実習を通して実践力を育み，卒業研究では自学自

習能力の向上とともに，問題解決能力および技術開発能力を養成する。 

 

 

  ○ 物質工学科 

 

 (1) 有機化学系，無機化学系，分析化学系，化学工学系および生物工学系の基礎科目

の習得を通して，化学・生物系技術者としての基礎能力を養成する。 

 (2) 機能材料学や分子生物学などの分野の理解を通じて，化学および生物工学領域に

おける課題探求能力を養成する。 

 (3) 物質化学実験により実践力を育み，卒業研究により自学自習能力の向上とともに，

課題解決能力および技術開発能力を養成する。 



  

 

 

受験生の皆さんへ 

 

 

 

佐世保工業高等専門学校におけるアドミッション・ポリシー 

（入学者に求める能力と適性） 

 

■機械工学科 

機械工学科では，次のような人材を求めます。また，４年次編入学の場合は以下に準

じます。 

１）自然現象に対して好奇心が強く，ものづくりの好きな人 

２）機械に興味をもち，機械に関する専門知識と技術を習得したい人 

３）基礎学力を有し，それらを活用して論理的に思考し，表現できるようになりたい人 

４）技術者として人類の幸福に貢献したり国際的に活躍したい人 

 

 

■電気電子工学科 

電気電子工学科では，次のような人材を求めます。また，４年次編入学の場合は以下

に準じます。 

１）自然現象に対して好奇心が強く，ものづくりの好きな人 

２）電気電子工学に興味をもち，電気電子工学に関する専門知識と技術を習得したい人 

３）基礎学力を有し，それらを活用して論理的に思考し，表現できるようになりたい人 

４）技術者として人類の幸福に貢献したり国際的に活躍したい人 

 

 

■電子制御工学科 

電子制御工学科では，次のような人材を求めます。また，４年次編入学の場合は以下

に準じます。 

１）自然現象に対して好奇心が強く，ものづくりの好きな人 

２）コンピュータやロボットに興味をもち，情報や電子制御システムに関する専門知識

と技術を習得したい人 

３）基礎学力を有し，それらを活用して論理的に思考し，表現できるようになりたい人 

４）技術者として人類の幸福に貢献したり国際的に活躍したい人 

 

 

■物質工学科 

物質工学科では，次のような人材を求めます。また，４年次編入学の場合は以下に準

じます。 

１）自然現象に対して好奇心が強く，ものづくりの好きな人 

２）化学や生物に興味をもち，物質工学に関する専門知識と技術を習得したい人 

３）基礎学力を有し，それらを活用して論理的に思考し，表現できるようになりたい人 

４）技術者として人類の幸福に貢献したり国際的に活躍したい人 

 

 

 

 

 



  

 

佐世保工業高等専門学校におけるカリキュラム・ポリシー 

（教育課程編成・実施の方針） 
 

国立高等専門学校機構モデルコアカリキュラムに準拠し，ディプロマポリシーの各項目

と対応した次に掲げる 1）～5）（全学科），および 6）～7）（各学科）に従った体系的な

カリキュラムを構成する。各科目の到達目標・授業方法・授業計画・評価方法は Web シ

ラバスにより公開し，学修の成果は，後に定める基準により評価する。  

１）科学に関する基礎を理解し，計算あるいは説明する力を育成するために，数学・自 

然科学系科目を設ける。  

２）論理的に思考し，意見をわかりやすく日本語および英語で表現する力を育成するた 

めに，人文科学系科目を設ける。  

３）多様な文化・価値観を尊重する倫理観を持ち，他者と協働する力を育成するために， 

社会科学系科目を設ける。  

４）幅広く自ら学び・考え，地域と世界の課題に対して積極的に取り組む力を育成する 

ために，総合的科目を設ける。  

５）情報セキュリティの必要性を認識したうえで，様々なデータを処理・分析する力を 

育成するために，数理情報系科目を設ける。 
 
■機械工学科 

６）ものづくりの基盤となる機械工学に関連する知識・理論を利用し，課題解決する力 

を育成するために，機械系工学科目を設ける。 

７）ものづくりの基盤となる機械工学に関連する知識・技術を活用し，多面的視点から 

社会の課題に取り組む力を育成するために，機械系工学実験を設ける。 
 
■電気電子工学科 

６）社会基盤技術を支える電気・電子・情報工学に関連する知識・理論を利用し，課題 

解決する力を育成するために，電気・電子系工学科目を設ける。 

７）社会基盤技術を支える電気・電子・情報工学に関連する知識・技術を活用し，多面 

的視点から社会の課題に取り組む力を育成するために，電気・電子系工学実験を設け 

る。 
 
■電子制御工学科 

６）安心・安全な情報化社会を創出するデータサイエンス，および，電子制御技術に関 

連する知識・理論を利用し，課題解決する力を育成するために，情報系工学科目を設 

ける。 

７）安心・安全な情報化社会を創出するデータサイエンス，および，電子制御技術に関 

連する知識・技術を活用し，多面的視点から社会の課題に取り組む力を育成するため 

に，情報系工学実験を設ける。 
 
■物質工学科 

６）生活を豊かにする物質をうみだす応用化学，および，バイオテクノロジーに関連す 

る知識・理論を利用し，課題解決する力を育成するために，化学・生物系工学科目を 

設ける。  

７）生活を豊かにする物質をうみだす応用化学，および，バイオテクノロジーに関連す 

る知識・技術を活用し，多面的視点から社会の課題に取り組む力を育成するために， 

化学・生物系工学実験を設ける。 
 

※ 本校のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）については，本校ホー

ムページをご覧ください。 



 

 

令和７年度 第４年次編入学生募集要項 
 

１．募集学科・学年・人員 

募 集 学 科 編入学年次 募 集 人 員 選 抜 方 法 

機 械 工 学 科  

電子制御工学科 

 

第４学年 

 

若 干 名 学 力 選 抜 

 

２．出願資格 

（１）工業高等学校を卒業した者又は令和７年３月卒業見込みの者 

（２）高等学校の工業に関する学科を卒業した者又は令和７年３月卒業見込みの者 

（３）中等教育学校の工業に関する学科を卒業した者又は令和７年３月卒業見込みの者 

（４）高等学校を卒業した者又は令和７年３月卒業見込みの者 

（５）中等教育学校を卒業した者又は令和７年３月卒業見込みの者 

 

３．志望学科 

志望学科 出身校における所属科等 

機 械 工 学 科  普通科、理数科、機械科、電子機械科、機械システム科等 

電子制御工学科 普通科、理数科、電子工学科、電子情報科、電子機械科、情報技術科等 

 

４．願書受付 

期 間 
令和６年１１月１３日（水）から１１月１８日（月）まで 

（郵送の場合も１１月１８日（月）までに必着のこと。） 

時 間 午前８時３０分から午後５時まで。（土・日曜日及び祝日は受け付けません。） 

場 所 〒857-1193 佐世保市沖新町１番１号 佐世保工業高等専門学校学生課入試担当 

 

５．出願手続 

 志願者は、次の書類等を取りまとめ、出願資格に定める出身学校長を経由して本校「学生課入

試担当」へ提出してください。なお、郵送の場合は、書留郵便にして「編入学願書在中」と朱書

してください。 

 

編 入 学 願 書 本校所定の用紙を使用してください。 

受験票及び写真票 
本校所定の用紙を使用し、写真を所定の位置に貼ってください。 

写真は、正面上半身脱帽で出願３か月以内に撮影したもの。 
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編入学志望理由書 本校所定の用紙を使用してください。 

調   査   書 
出身学校所定の用紙を使用してください。（卒業見込み者の「評定」欄は、

第１学年及び第２学年のみ記入して下さい。） 

卒業見込証明書 

又は卒業証明書 
出身学校所定の用紙を使用してください。 

入 学 検 定 料 

 １６，５００円 

 本校所定の振込用紙（ゆうちょ銀行についてはゆうちょ銀行専用の振込

依頼書）により志願者本人の名前で、金融機関（ゆうちょ銀行可）の窓口

から振り込んでください。（ＡＴＭ使用不可）振り込み後「検定料納付証

明書」を編入学願書に貼付してください。（ゆうちょ銀行からの振り込み

の場合は「振込依頼書（お客さま控）」を貼付してください。） 

振込期間 令和６年１１月５日（火）～１１月１８日（月） 

※ 振り込みの際は銀行の営業日、営業時間を十分考慮して手続きを行っ

てください。また、検定料を願書受付最終日に振り込む場合は、振り込

み後当日午後５時までに出願書類一式を提出しなければなりませんの

で注意してください。 

※ ゆうちょ銀行での振込手続きについては６頁を参照してください。 

受験票返送用封筒 
住所、氏名、郵便番号を明記した封筒に１１０円切手を貼付したものを同

封してください。（願書持参の場合は不要） 

受 験 承 諾 書 

既に就職している者又は大学に在学中の者については、その所属長の「受

験承諾書」を本校校長あてに提出してください。 

 なお、様式は任意とします。 

 

６．障害等を理由とした合理的配慮の提供に関して 

入学志願予定者で、障害等を理由とした合理的配慮の提供を希望する者は、早めに学生課入試

担当までご相談ください。 

 

７．選抜方法 

 編入学生の選抜は、学力試験の成績、出願資格に定める出身学校長からの調査書及び面接等の

結果を総合して行います。 

（１）学力試験科目・配点 

ア 学力試験は、筆記試験を行います。 

イ 出願資格（１）～（３）の者についての出題する科目及びその範囲は、次のとおりとし

ます。 
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学 科 名 科 目 名 配 点 出  題  範  囲 

機 械 工 学 科 

機械工作 

１００点 

機械材料、鋳造、溶接、塑性加工 

機械設計 
力と運動、仕事と動力、材料の強さ 

機械要素と設計（軸受、ばねを除く） 

工業情報数理 
処理装置と周辺装置、流れ図とアルゴリズム、 

C によるプログラミング、工学的事象の数理処理 

数 学 １００点 
数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ｂ（数列）、 

数学Ｃ（ベクトル） 

英 語 １００点 英語コミュニケーションⅠの全範囲 

電子制御工学科 

電気回路 

電子回路 
１００点 

電気回路の要素、直流回路、交流回路 

電子回路素子、増幅回路 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ技術 

ｿﾌﾄｳｪｱ技術 

アルゴリズム、プログラミング技法（どちらも C 言語を含む） 

オペレーティングシステム、セキュリティ技術 

数 学 １００点 
数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ｂ（数列）、 

数学Ｃ（ベクトル） 

英 語 １００点 英語コミュニケーションⅠの全範囲 

※ 機械工学科の専門科目については、関数電卓の使用を許可しますので持参してください。

（ただし、ポケットコンピュータは不可） 

 

ウ 出願資格（４）、（５）の者についての出題する教科及びその範囲は、次のとおりとします。 

学 科 名 科 目 名 配 点 出   題   範   囲 

機 械 工 学 科 

電子制御工学科 

英  語 １００点 
英語コミュニケーションⅠ、 

英語コミュニケーションⅡ 

数  学 １００点 
数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ｂ（数列）、 

数学Ｃ（ベクトル） 

理  科 １００点 
物理基礎（「物理学と社会」を除く）、 

物理（「原子」を除く） 

 

（２）面接の配点 

学 科 名 配 点 

機 械 工 学 科 

電子制御工学科 
１００点 

 

（３）学力試験、面接の日時 

 ア 出願資格（１）～（３）の者についての日時 

期  日 試 験 項 目 時      間 

 

 

１１月３０日（土） 

受 験 者 集 合 ８：３０ 

専  門  科  目 ９：００～１０：４０（１００分） 

数          学 １１：００～１２：３０（  ９０分） 

英          語 １３：３０～１４：３０（  ６０分） 

面          接 １４：５０～ 
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 イ 出願資格（４）、（５）の者についての日時 

期  日 試 験 項 目 時       間 

 

 

１１月３０日（土） 

受 験 者 集 合 ８：３０ 

理          科 ９：００～１０：４０（１００分） 

数          学 １１：００～１２：３０（  ９０分） 

英          語 １３：３０～１４：３０（  ６０分） 

面          接 １４：５０～ 

 

（４）試験会場  佐世保工業高等専門学校 

 

８．合格者の発表 

（１）発表日時  令和６年１２月１２日（木）午前１０時 

（２）発表方法  合格者には、当日、受験者本人宛に文書を発送します。 
         また、合格者の受験番号を本校ホームページでも発表します。 

         （アドレス https://www.sasebo.ac.jp/） 

なお、電話等による合否の問い合わせには一切応じません。 

 

９．入学確約書の提出 

    合格通知を受けた者は、指定した登校日に「入学確約書」を提出しなければなりません。提出

しなかった者は、入学の意志がないものとして取り扱います。 

 

10．編入学の時期・年次、修業年限及び修学条件 

１．編入学の時期は、令和７年４月１日とし、第４年次に編入となります。 

２．編入した者の修業年限は２年です。 

３．本校の卒業に必要な最低修得単位数は、一般科目８１単位以上及び専門科目８６単位以上の

計１６７単位以上です。編入学後は、申請に基づき認定審査等を行い、入学前の履修した単位

等の一部を本校の卒業要件単位として認定します。ただし、原則として本校の第３年次までに

開講している一般・専門科目の単位数を限度とします。 

４．履修する科目等については、入学後個別に指導します。 

 

11．注 意 事 項 等 

１．提出書類に不備がある場合は受け付けません。また、提出書類に不正の記載があった場合は、

入学後であっても入学許可を取り消すことがあります。 

２．一度受理した出願書類は、いかなる理由があっても返還いたしません。 

  また、払い込み済みの入学検定料については、次の場合を除き、いかなる理由があっても 

 返還いたしません。 

   ① 本校に出願書類を提出しなかった場合または提出したが受理されなかった場合 

   ② 誤って二重に払い込んだ場合 

３．受験の際には、必ず受験票を持参してください。 
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12．個人情報の取り扱いについて 

編入学志願者から提出された願書や調査書等に記載されている情報及び選抜に用いた試験成

績・評価といった編入学者選抜を通じて取得した個人情報は、編入学者選抜の資料として利用

するとともに、次の目的のためにも利用します。 

（１）入学後の教育・指導 

   （２）入学料、授業料の免除申請の審査 

   （３）奨学金申請の審査 

   （４）本校及び国立高等専門学校全体の教育制度・入学者選抜制度の改善のための調査・研究 

-5-



入学検定料を郵便局（ゆうちょ銀行）から振り込む場合の注意点 

 

 入学検定料は郵便局（ゆうちょ銀行）からも振り込むことが出来ますが、以下の条件を満

たす必要がございますので、ご注意ください。 

 

１) ゆうちょ銀行から他の金融機関への振込は口座からのみ可能で、現金による振込はでき

ません。ご利用の際は、『通帳とお届け印』または『キャッシュカード』が必要です。 

２) ゆうちょ銀行から他の金融機関への振込は募集要項に添付されている振込依頼書を使用

することは出来ません。窓口で「ゆうちょ銀行専用の振込依頼書（以下参照）」を受け取り、

記入いただく必要があります。 

３) 振込後は「振込依頼書（お客さま控）」を受領してください。 

４) 出願の際は「振込依頼書（お客さま控）」を提出してください。（振込依頼書（お客さま

控）が必要な場合は、コピーを保管してください。） 

 

 

※振込依頼書（サンプル） 
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編入学のための学校案内 

 

１ 創 立 昭和３７年４月１日 

 

 
２  本 校 の 目 的    本校は、「深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を養い、もって創

造的な知性と豊かな人間性を備えた有為な技術者を育成する」ことを目的

とした高等教育機関です。卒業者には「準学士」の称号が与えられます。 

 

 
３   編 入 学 制 度    高等学校の卒業者に対して本校第４学年への編入学の門戸を開いて、

より優れた工業技術者を養成するための制度です。 

本校では昭和６０年度からこの制度を導入し、令和５年度までに 工

業高校及び普通高校から１８０名を超える高等学校卒業生を受け入れ

ています。 

 

 
４  修 業 年 限    ２年（中学校卒業者の５年一貫教育ですが第４学年へ編入のため） 

 

 

５  教 育 課 程    高等専門学校の特色は、実験・実習を重視した教育を行い、共通基礎

科目、基礎・専門に関する科目、技術習得に関する科目及び課題解決能

力育成科目が相互に関連づけられて、効果的に教育課程が編成されてい

ることです。 

 

 
６ 学 寮 

本校は、教育の一環として、共同生活を通じて人間形成を図るため、希望者を選考して入寮を許可

しています。編入学生についても、同様に選考して入寮を許可します。４、５年生の寮室は個室か２

人部屋で、各部屋にエアコンが完備されています。また各人ごとにベッド、ロッカー、自習机、椅

子、本棚が設置されています。 

 

 
７ 修学支援制度  

日本学生支援機構による支援制度で、入学料、授業料の減免・給付奨学金（返還不要）・貸与

奨学金（卒業後返還必要）を受けることができます。 

支援を受けるためには家計収入や学力等の要件がありますので、詳細は日本学生支援機構のＨＰ 

をご確認ください。 

参考までに、どの程度の支援を受けることができるのか、下表にまとめております。 

また、日本学生支援機構による奨学金以外にも、各財団等による奨学金が存在します。

学校ＨＰ等で案内していますので、ご確認ください。 
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【入学料、授業料の減免、給付奨学金支給一覧表（年額）】 

  

入学料 
 

授業料 
給付型奨学金 

（自宅通学生） 

給付型奨学金 

（自宅外通学生） 

非課税世帯（全額支援） 

収入 270 万円まで 

 

84,600 円 
 

234,600 円 
 

210,000 円 
 

410,400 円 

準非課税世帯（2/3 支援） 

収入 300 万円まで 

 

56,400 円 
 

156,400 円 
 

140,000 円 
 

273,600 円 

準非課税世帯（1/3 支援） 

収入 380 万円まで 

 

28,200 円 
 

78,200 円 
 

70,800円 
 

136,800 円 

多子世帯（1/4支援） 

収入 600 万円まで 

 

21,200 円 
 

58,700 円 
 

52,800円 
 

103,200 円 

 
【貸与奨学金支給一覧表（月額）】 

  第一種奨学金 第二種奨学金 

学年 月額の種類 自宅 自宅外 

  
１～３年生   

21,000 円 22,500 円 

10,000 円 10,000 円 

  

４、５年生 

専攻科 

  

最高月額 45,000 円 51,000 円 
貸与月額 20,000 円～

120,000 円までの間で 

1 万円単位の額を選択 

最高月額 

以外の月額 

30,000 円 40,000 円 

20,000 円 30,000 円 

  20,000 円 

 

※第二種奨学金 ････ 利息付奨学金のことで本人が貸与月額（上記参照）を自由に選択するこ 

とができます。（在学中は無利息） 

   ※第一種貸与奨学金と給付奨学金を同時に受給する場合は、貸与額が調整（減額）されます。 

 
８ 卒業後の進路 

本校は、既に８，０００人を超える卒業生を社会に送り出し、大多数の者は各種の企業に就職

して、それぞれの分野で活躍しており、また、一部の者は大学に進学し、さらに大学院へ進んだ

人もいます。 

 
８－１ 就職について 

産業界における高専卒業生の評価は非常に高く、毎年ほぼ１００％の就職率を誇っており、仕

事の内容は、研究・開発・設計・生産管理等の分野で活躍しています。 

主な就職先は次のとおりです。（令和４～５年度分、順不同） 

 
◇ 機械工学科 

トヨタプロダクションエンジニアリング、九州電力、ダイキン工業、東京ガス、パナソニック、 

アイリスオーヤマ、ファナック、久光製薬、村田機械、富士フィルム など 

◇ 電気電子工学科 

ＮＴＴアノードエナジー、サントリーホールディングス、トーテックアメニティ、日東電工、 

フジテック、三井不動産、三菱電機ビルソリューションズ、ＥＮＥＯＳ、大阪ガス など 

◇ 電子制御工学科 

ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング、京セラコミュニケーションシステム、アマゾン 

ジャパン、ＳＵＭＣＯ、木村情報技術、三菱電機エンジニアリング など 

◇ 物質工学科 

旭化成、ＤＩＣ、ＬＩＸＩＬ、たらみ、東レ、東洋新薬、京セラ、昭栄化学工業、住友化学、 

森永乳業、雪印メグミルク、大日精化工業 など 
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８－２ 進学について 

高専の卒業生は、技術者として、十分な素養と専門的な学力を身につけていますが、卒業後さ

らに勉学を続けたい者には、高専専攻科への入学と大学３年次への編入学の途が開かれています。 

（１）高専卒業後、２年の修学期間が必要な専攻科を置く高専が全国に５１校あります。平成９年度

より本校にも専攻科が設置され、毎年１学年２５名から３０名程度の卒業生を受け入れて、現在

５０名程度の専攻科生が在籍しています。本校の専攻科には複合工学専攻があり、専攻科は、高

専卒業生が高専で引き続いて、より高度の高専の教育理念に基づいた教育と研究の指導が受けら

れます。専攻科修了者は、一定の要件を満たすと学士の学位（大学卒業と同じ資格）を取得でき、

大学院へ進学することもできます。 

なお、本校では、平成１５年度よりＪＡＢＥＥ対応教育プログラム（第９項参照）をスタート

させました。 

（２）本校卒業生の編入実績がある国公立大学は次のとおりで、工学部、理学部及び農学部などに編

入学しています。また、この他に多数の私立大学があります。 

北海道大学 東北大学 筑波大学 千葉大学 

東京大学 東京工業大学 電気通信大学 福井大学 

豊橋技術科学大学 大阪大学 奈良女子大学 島根大学 

岡山大学 広島大学 香川大学 九州大学 

九州工業大学 熊本大学 大分大学 宮崎大学 

佐賀大学 鹿児島大学 （Ｒ３～５年度分、順不同）  

 

９ 日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）対応教育プログラムについて 

高専本科５年課程を経て、専攻科教育課程の必要な単位を修得し、本校の定めた基準を満たし

た場合、大学改革支援・学位授与機構から『学士（工学）』の学位が授与され大学学部卒業と

同等となり、大学院への進学も可能となります。 

また、平成１５年度からは、本科４、５年と専攻科を合わせた４年間の教育において、日本技

術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）対応の技術者教育プログラム「複合型もの創り工学」を設定し、

平成１６年度にその審査を受け本審査に合格しました。平成１６年度修了生より「ＪＡＢＥＥプ

ログラム修了生」として国際的に認められた技術者として認定されています。 
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佐世保工業高等専門学校・技術者教育プログラム 

 
（１）プログラム名 

 
「複合型もの創り工学」 

 
（２）育成しようとする自立した技術者像 

 
グローバル化した社会において、高度化、複合化した工学分野の諸問題を解決して「もの

創り」を行うために、各専門分野（機械工学、電気電子工学、情報工学、化学・生物工学）

について深い専門性を養いつつ、先進的な他の専門分野の知識と技術も身につける複合的な

教育を行うことにより、複眼的な問題解決能力を備えた創造性豊かな、世界に通用する「も

の創り技術者」を育成します。 

 
（３）学習・教育到達目標 

 
（Ａ）工学の基礎と専門 

1) 数学（微分積分学、線形代数、微分方程式、確率・統計など）と自然科学（物理、化学

など）の基礎知識を身につけて、工学的諸問題の解決に応用できること 

2) 情報技術の基礎知識を身につけて、情報収集、実験データの解析・評価のツールとして

コンピュータを活用できること 

3) 基礎工学の知識を身につけて、複合化したもの創りの実務における工学的諸問題の解決

に応用できること 

4) それぞれの専門分野における「もの創り専門工学」の知識を身につけて、工学的諸問題

の解決に応用できること 

（Ｂ）地球的視点と技術者倫理 

1) 他の国の歴史的・文化的背景や国際問題に関する基礎知識を身につけて、グローバルな

視点でものごとを考えることができること 

2) 技術が自然や社会に与える影響・効果を理解して、技術者としての責任を自覚できるこ

と 

（Ｃ）コミュニケーション能力 

1) 技術的な内容を日本語により文章や口頭で論理的に説明できること 

2) 相手の質問や意見を聞いて日本語で適切に答えることができること 

3) 英語による基礎的なコミュニケーションができること 

4) 基礎的な技術英語の文章を読み書きできること 

（Ｄ）複眼的かつ実践的能力 

1) 自分で具体的な計画や手順を決めて基礎的な実験を実施し、得られた結果を正しく評

価・解析して考察し、論理的に説明できること 

2) いくつかの専門分野の知識や利用可能な情報・技術・手段を駆使するとともに創造性を

発揮して、調査・解析をおこない、解決策を組み立てて実行し、課題を解決できること 

3) 社会の要求する課題を解決するにあたって、その内容を分析して、計画や方策を複眼的

にデザインできること 

4) 実験、実習、研究、インターンシップなどを通して実践的能力を身につけ、技術者が経

験する実務上の問題や課題を理解して適切な対応ができること 
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（Ｅ）自主・自立と協調性 

1) 社会の要請に迅速に対応し、科学技術の進展を先導するため、自主的・継続的に学習で

きること 

2) 要求された課題に対して、自立して、あるいは他の人と協力しながら計画的に作業を進

め、期限内に終わらせることができること 

3) 健全な心身を持ち、学内外の人々と協調して行動できること 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）プログラムの構成 

 
本科４、５年と専攻科の２年までの４年間で構成されています。（全学科及び全工学系） 

 
（５）プログラム履修者の決定 

 
専攻科への入学時に対象者を決定します。 

 
（６）認定対象学生 

 
認定対象は原則専攻科修了生全員です。 

 
（７）プログラムの修了要件 

 
本プログラムの修了要件の全てを満たした者に修了証書を授与します。 

 

  ※ 付表・別表については、本校ホームページにてご確認ください。 

 

（８）出願資格と JABEE プログラム修了要件について 

 

専攻科に入学した者は、原則全員、佐世保工業高等専門学校本科・専攻科「複合型もの創り

工学」プログラムの履修者となります。しかし、本教育プログラムは、具体的には佐世保工業

高等専門学校の本科４、５年生及び専攻科１年、２年のカリキュラム（平成１６年４月１日か

ら施行）で構成されていますので、募集要項の出願資格に定める専攻科に入学できる者であっ

[佐世保工業高等専門学校・技術者教育プログラム「複合型もの創り工学」に関する規程抜粋] 

 
第７条 本プログラムの修了要件は次の各号とし、全てを満たした者に修了証書を授与す

る。 

（１） 本校の専攻科教育課程の必要な単位を修得すること。 

（２） 大学改革支援・学位授与機構より、学士の学位を受けること。 

（３） 本プログラムにおいて、１２４単位以上を修得すること。 

（４） 付表に定める学習・教育到達目標とその評価方法および評価基準を満たしているこ

と。 

２ 本プログラムの修了認定は、専攻科委員会において行う。 

工学の基礎と専門 地球的視点と技術者倫理 

自主・自立と協調性 コミュニケーション能力 

複眼的視野 実践的能力 

もの創り技術者 
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ても、ＪＡＢＥＥプログラムの修了要件を満たさない場合があります。 

専攻科の入学者で、ＪＡＢＥＥプログラム修了要件を満たさない場合は、専攻科入学後に補

講等により、学力認定を受け、定められた基準を満たす必要があります。 

 
① 佐世保工業高等専門学校卒業（見込み）者の場合 

ＪＡＢＥＥ「複合型もの創り工学」プログラムに規定されている科目を専攻科入学前に履

修しないで合格となった者は、入学後に補講等でこれらの科目を受講し、単位を修得する必

要があります。 

佐世保工業高等専門学校卒業者であっても、平成１５年３月以前の卒業者に対しては成績

証明書、シラバス等で個別の審査を実施します。審査の結果、修了要件を満たさないと判定

された場合は、補講等を受講し、学力認定を受け、定められた基準を満たさなければなりま

せん。 

② 佐世保工業高等専門学校卒業者以外の場合 

佐世保工業高等専門学校卒業者以外で合格した者については、成績証明書、シラバス等の

学習保証時間を証明することができる書類により履修科目を個別に審査します。審査の結果、

本校と同等の科目・基準で修得したと認められない場合には、補講等を受講し、定められた

基準を満たす必要があります。 

   

  ※ 令和５年度から佐世保工業高等専門学校専攻科へ入学する学生を対象に設置された九州大学工 

学部融合基礎工学科と本校専攻科にて修学するプログラムコースの対象となる学生は、｢複合 

型もの創り工学」プログラムの対象外となります。 

 

１０ 入学後の所要経費 
区 分 

名 称 
（入学時）４・５月 １０月 備 考 

入 学 料 84,600 円 0 円 ３月中に納付 

授 業 料 117,300 円 117,300 円 年２回に分納 

 

学

生

会 

 
入 会 金 

会 費 

 
1,500 円 

7,500 円 

 
0 円 

7,500 円 

 
入学時のみ 

年２回に分納 

工 場 見 学 旅 行 経 費 約140,000 円 0 円 
第４学年で実施。実施（9月） 

前に納付 

そ の 他 諸 納 金 27,550 円 13,000 円  

教 科 書 ・ 参 考 書 等 約 40,000 円 0 円  

体 操 服 等 約 30,000 円 0 円 
 

学 

 

寮 

寄 宿 料 

寮 費 

特 別 寮 費 

4,800 円 

57,000 円 

2,000 円 

4,000 円 

57,000 円 

0 円  

(月額) 800 円（1 人部屋） 

(月額) 11,400円 

入寮時のみ 

合 計 約 512,250 円 198,800 円 
 

※ 上記の経費は令和７年度の予定額であり、入学時及び在学中に改定が行われた場合は、改定時

から新たな納付金額が適用されます。学寮経費については、別途１日当り 1,180 円の給食費が

毎月必要となります。 
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別表第１（第２４条関係）

教　　育　　課　　程　　表

1年 2年 3年 4年 5年

国 語 8 履 3 3 2

文 章 表 現 演 習 1 学 ①

地球・環境と社会 1 履 1

現 代 社 会 1 履 1

世 界 の 歴 史 1 履 1

政 治 経 済 1 履 1

世界の情勢と日本の歩み 2 履 2

国 際 関 係 論 1 学 ①

技 術 者 倫 理 1 学 ①

科 学 技 術 と 社 会 1 学 ①

基 礎 数 学 Ⅰ 4 履 4

基 礎 数 学 Ⅱ 4 履 4

基 礎 線 形 代 数 2 履 2

微 分 積 分 8 履 4 4

物 理 4 履 2 2

化 学 4 履 2 2

生 物 1 履 1

保 健 体 育 6 履 2 2 2

健 康 と 科 学 3 履 2 1

1 履 1

英 語 11 履 3 4 4 　 　

科 学 英 語 2 学 ① ①

英 語 表 現 4 履 2 2

英 会 話 3 履 1 1 1

コミュニケーション 2 学 ① ①

2 履 2

2 履 2

81 24 27 19 7 4

2 履 2

2 2

83 24 27 19 7 6

81 24 27 19 7 4

3 1 1 1

令和２年度～令和４年度入学

一般科目（機械・電気電子・電子制御工学科）

授　業　科　目 単位数 形態
学　年　別　単　位　数

備考

1.形態欄「履」は学則第２４条第３項により開設される授業科目。

2.形態欄「学」は学則第２４条第４項により開設される授業科目。

3.学年別単位数欄の数字は「履修単位」の単位数，〇付数字は「学修単位」の単位数を表す。

西 九 州 地 域 研 究

グローカルリテラシー

小 計

中 国 語

小　　　　　計

開 設 単 位 数 計

修 得 単 位 数 計

特 別 活 動

外
 
国
 
語

選
択
科
目

必
　
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

芸 術

社
　
　
　
会

数
　
学

理
 
科

国
語

体
育
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1年 2年 3年 4年 5年

国 語 8 履 3 3 2

文 章 表 現 演 習 1 学 ①

地球・環境と社会 1 履 1

現 代 社 会 1 履 1

世 界 の 歴 史 1 履 1

政 治 経 済 1 履 1

世界の情勢と日本の歩み 2 履 2

国 際 関 係 論 1 学 ①

技 術 者 倫 理 1 学 ①

科 学 技 術 と 社 会 1 学 ①

基 礎 数 学 Ⅰ 4 履 4

基 礎 数 学 Ⅱ 4 履 4

基 礎 線 形 代 数 2 履 2

微 分 積 分 8 履 4 4

物 理 4 履 2 2

化 学 4 履 4

生 物 1 履 1

保 健 体 育 6 履 2 2 2

健 康 と 科 学 3 履 2 1

1 履 1

英 語 11 履 3 4 4 　 　

科 学 英 語 2 学 ① ①

英 語 表 現 4 履 2 2

英 会 話 3 履 1 1 1

コミュニケーション 2 学 ① ①

2 履 2

2 履 2

81 26 25 19 7 4

2 履 2

2 2

83 26 25 19 7 6

81 26 25 19 7 4

3 1 1 1

令和２年度～令和４年度入学

一般科目（物質工学科）

授　業　科　目 単位数 形態
学　年　別　単　位　数

備考

必
　
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

国
語

社
　
　
　
会

数
　
学

理
 
科

体
育

芸 術

外
 
国
 
語

西 九 州 地 域 研 究

グローカルリテラシー

特 別 活 動

1.形態欄「履」は学則第２４条第３項により開設される授業科目。

2.形態欄「学」は学則第２４条第４項により開設される授業科目。

3.学年別単位数欄の数字は「履修単位」の単位数，〇付数字は「学修単位」の単位数を表す。

小 計
選
択
科
目

中 国 語

小　　　　　計

開 設 単 位 数 計

修 得 単 位 数 計
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別表第２（第２４条関係）

教　　育　　課　　程　　表

1年 2年 3年 4年 5年
2 学 2
2 学 2
1 履 1
2 履 2
2 学 2
6 履 3 3 　 　 　
2 履 2 　 　
2 学 ②

履 1 2
学 ①

2 学 2
2 履 　 1 1

履 2 　
学 ②

1 学 ①
2 履 2 　 　
2 学 ②
2 学 　 ②
2 学 2
2 学 2
2 学 ②
2 学 　 　 　 2
2 学 ②
2 学 2
2 学 ②
2 学 2
2 履 2 　 　
1 履 1 　

4.5 履 1.5 3 　
5.5 履 　 5.5
2 学 ②
2 学 ②
2 学 　 ②
8 履 　 　 　 8
81 8.5 8 16.5 23 25
2 学 ②
2 学 ②
1 学 ①
1 学 ①
1 学 ① 5年の選択科目は

1 学 ① 5単位以上選択

1 学 ①
1 学 ①
1 学 ①
1 学 ①
1 学 ①
2 履 2
1 履 1
2 履 2
1 履 1
1 履 1
5 履 1 1 1 1 1 各学年２単位

10 履 2 2 2 2 2 まで履修可　

5 履 1 1 1 1 1 各学年２単位

10 履 2 2 2 2 2 まで履修可　

50 6 6 6 13 19
131 14.5 14 22.5 36 44
86 8.5 8 16.5 23 30

令和２年度入学以降
専門科目（機械工学科）

授　業　科　目 単位数 形態
学　年　別　単　位　数

備　　考

必
　
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

応 用 数 学 Ⅰ
応 用 数 学 Ⅱ
情報セキュリティ基礎

プ ロ グ ラ ム 基 礎
ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ｻ ｲ ｴ ﾝ ｽ 工 学
機 械 デ ザ イ ン 学
設 計 法
機 構 と 設 計

機 械 工 作 法 4

工 作 機 械
材 料 学

材 料 力 学 4

弾 性 力 学
電 気 工 学
メ カ ト ロ ニ ク ス
制 御 工 学
計 測 工 学
電 気 磁 気 学
機 械 力 学
機 械 振 動 学
熱 力 学
熱 工 学
水 力 学
流 体 力 学
機 械 工 学 基 礎
創 作 実 習
機 械 工 作 実 習
ものづくり総合実習

機 械 工 学 実 験

機械情報工学実験
卒 業 研 究

小 計

選
　
　
　
択
　
　
　
科
　
　
　
目

機械システム設計Ⅰ

機械システム設計Ⅱ

文 献 講 読
機械工学特別演習
情 報 処 理
材 料 強 度 学
精 密 加 工 学
エネルギー変換工学

国 際 研 修 Ⅰ
国 際 研 修 Ⅱ
イノベーション創成Ⅰ

イノベーション創成Ⅱ

航 空 工 学
ロ ボ ッ ト 工 学
ト ラ イ ボ ロ ジ ー
工 場 実 習
技 術 国 際 研 修
社会人基礎力育成セミナー

　□付数字は「学修単位２」の単位数を表す。

工 学 応 用 演 習

小　　　　　計
開 設 単 位 数 計
修 得 単 位 数 計
1.形態欄「履」は学則第２４条第３項により開設される授業科目。
2.形態欄「学」は学則第２４条第４項により開設される授業科目。
3.学年別単位数欄の数字は「履修単位」の単位数，〇付数字は「学修単位１」，

半 導 体 工 学 概 論
半導体デバイス工学
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1年 2年 3年 4年 5年
2 学 2
2 学 2
2 学 2
2 学 ② 　
2 学 2
2 履 2
3 履 1 2 　
2 学 　 　 ②
4 履 2 2 　
2 学 　 ②
1 履 1
2 学 2
1 履 1
2 学 2
2 学 2
2 学 2
2 学 2
2 学 2
1 履 1
1 履 1
3 履 1 2
2 履 2
2 学 2
2 学 ②
2 履 2
2 学 ②
2 学 ②
2 学 ②
2 履 2
1 履 1
6 履 3 3
6 学 ④ ②
11 履 11
82 7 8 14 28 25
2 学 2
2 学 2
2 学 2
2 学 2
1 履 1 　
1 履 1
1 履 1
2 履 2 　
1 履 1
5 履 1 1 1 1 1 各学年２単位

10 履 2 2 2 2 2 まで履修可　

5 履 1 1 1 1 1 各学年２単位

10 履 2 2 2 2 2 まで履修可　

44 6 6 6 11 15
126 13 14 20 39 40
86 7 8 14 28 29

1.形態欄「履」は学則第２４条第３項により開設される授業科目。
2.形態欄「学」は学則第２４条第４項により開設される授業科目。
3.学年別単位数欄の数字は「履修単位」の単位数，〇付数字は「学修単位１」，
　□付数字は「学修単位２」の単位数を表す。

小　　　　　計
開 設 単 位 数 計
修 得 単 位 数 計

工 場 実 習
技 術 国 際 研 修
国 際 研 修 Ⅰ
国 際 研 修 Ⅱ
イノベーション創成Ⅰ

イノベーション創成Ⅱ

小 計

選

択

科

目

先端 ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ 応用
5年生の
選択科目は
4単位以上選択

情 報 工 学
電 気 設 計
信 号 処 理
無 線 通 信 概 論
半 導 体 工 学 概 論
半導体デバイス工学

電気法規・施設管理
電気電子製図演習
創 作 実 習
電気電子情報工学実験Ⅰ

電気電子情報工学実験Ⅱ

卒 業 研 究

デ ィ ジ タ ル 回 路
情 報 処 理
ｺﾝﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ ｰ ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ
電 気 機 器
ﾊ ﾟ ﾜ ｰ ｴ ﾚ ｸ ﾄ ﾛ ﾆ ｸ ｽ
ｽ ﾏ ｰ ﾄ ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ

電 気 電 子 材 料
通 信 工 学
制 御 工 学
情報セキュリティ基礎

情報工学基礎演習
プ ロ グ ラ ミ ン グ

電 気 回 路 Ⅱ
電 気 電 子 計 測
IoT セ ン シ ン グ
電 子 回 路 Ⅰ
電 子 回 路 Ⅱ
電 子 工 学

必
　
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

応 用 数 学 Ⅰ
応 用 数 学 Ⅱ
ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ｻ ｲ ｴ ﾝ ｽ 工 学
一 般 物 理
ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ 環境工学
電気電子工学基礎
電 気 磁 気 学 Ⅰ
電 気 磁 気 学 Ⅱ
電 気 回 路 Ⅰ

令和２年度入学以降
専門科目（電気電子工学科）

授　業　科　目 単位数 形態
学　年　別　単　位　数

備　　考
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1年 2年 3年 4年 5年

2 学 2
2 学 2
2 学 2
2 学 ②
1 履 1
1 履 1 　
1 履 1 　 　
3 履 1 2 　
1 履 1 　
2 履 2 　
1 履 　 1
1 履 1 　
2 履 2 　
2 学 2
2 学 2 　
2 学 　 2
2 学 2
2 学 2
2 学 2
2 学 　 2
1 学 1
2 学 2
1 履 1
2 履 2 　 　
2 履 2 　
2 履 2 　
2 学 2
2 履 2
2 学 2
2 履 2 　
2 学 2 　
2 学 　 2
2 学 　 　 　 2
2 学 2
2 学 　 2
1 履 1

履 3 3 　 　
学 ③ ③

10 履 10
86 8 8 15 25 30
1 履 1
1 履 1
2 履 2
1 履 1
5 履 1 1 1 1 1 各学年２単位

10 履 2 2 2 2 2 まで履修可　

5 履 1 1 1 1 1 各学年２単位

10 履 2 2 2 2 2 まで履修可　

35 6 6 6 11 6
121 14 14 21 36 36
86 8 8 15 25 30

　□付数字は「学修単位２」の単位数を表す。

小　　　　　計
開 設 単 位 数 計
修 得 単 位 数 計
1.形態欄「履」は学則第２４条第３項により開設される授業科目。
2.形態欄「学」は学則第２４条第４項により開設される授業科目。
3.学年別単位数欄の数字は「履修単位」の単位数，〇付数字は「学修単位１」，

小 計

選
択
科
目

半 導 体 工 学 概 論
半 導 体 デ バ イ ス 工 学
工 場 実 習
技 術 国 際 研 修
国 際 研 修 Ⅰ
国 際 研 修 Ⅱ
イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 成 Ⅰ

イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 成 Ⅱ

電 子 制 御 工 学
ロ ボ テ ィ ク ス
創 作 実 習

工 学 実 験 ・ 実 習 12

卒 業 研 究

電 気 磁 気 学 Ⅰ
電 気 磁 気 学 Ⅱ
電 子 回 路 Ⅰ
電 子 回 路 Ⅱ
通 信 工 学
制 御 工 学

画 像 工 学
も の づ く り 基 礎
基 礎 電 気 工 学
電 気 工 学
電 気 回 路 Ⅰ
電 気 回 路 Ⅱ

情 報 通 信
情 報 工 学 応 用
シ ス テ ム 工 学
ｼ ｽ ﾃ ﾑ ･ ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ 論
知 識 工 学
数 値 プ ロ グ ラ ミ ン グ

デ ィ ジ タ ル 回 路
知 的 シ ス テ ム 基 礎
計 算 機 工 学
ソ フ ト ウ ェ ア 科 学 Ⅰ
ソ フ ト ウ ェ ア 科 学 Ⅱ
ネットワークアーキテクチャ

必
　
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

応 用 数 学 Ⅰ
応 用 数 学 Ⅱ
デ ー タ サ イ エ ン ス 工 学

一 般 物 理
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 基 礎

情 報 工 学 基 礎
プ ロ グ ラ ミ ン グ
情 報 処 理
CAD シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

令和２年度入学以降
専門科目（電子制御工学科）

授　業　科　目 単位数形態
学　年　別　単　位　数

備　　考
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　　 専門科目（物質工学科）

1年 2年 3年 4年 5年

1 履 1
1 履 1
1 履 1
1 履 1
1 履 1
1 履 1
1 学 　 1
2 学 2
2 履 2
2 履 2
1 履 1
2 履 2
2 学 2
2 学 2
1 履 1
1 履 1
2 学 2
2 学 2
2 学 2
1 履 1
2 学 2
2 学 2
1 学 1
2 履 2
2 学 2
2 学 2
1 学 1
1 学 ①
2 学 2
2 学 2
2 学 2
1 学 1
1 学 1
1 学 1
1 学 1
1 学 1
1 学 1
1 履 1
5 履 5
5 履 5
5 学 ⑤
2 学 ②
3 学 ③
11 履 11
86 5 10 14 28 29
1 履 1 　
1 履 1
2 履 2
1 履 1
5 履 1 1 1 1 1 各学年２単位

10 履 2 2 2 2 2 まで履修可　

5 履 1 1 1 1 1 各学年２単位

10 履 2 2 2 2 2 まで履修可　

35 6 6 6 11 6
121 11 16 20 39 35
86 5 10 14 28 29

令和２年度入学以降

授　業　科　目 単位数 形態
学　年　別　単　位　数

備　　考

必
　
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

基 礎 物 質 化 学
基 礎 生 物 工 学
工 学 基 礎
情報セキュリティ基礎

基 礎 情 報 処 理
情 報 処 理 Ⅰ
情 報 処 理 Ⅱ
データサイエンス工学

分 析 化 学
無 機 化 学
有 機 化 学 Ⅰ
有 機 化 学 Ⅱ
有 機 化 学 Ⅲ
高 分 子 化 学
微 生 物 学 序 論
生 物 化 学 Ⅰ
生 物 化 学 Ⅱ
生 物 化 学 Ⅲ
生 物 工 学
物 理 化 学 Ⅰ
物 理 化 学 Ⅱ
物 理 化 学 Ⅲ
量 子 化 学
化 学 工 学 Ⅰ
化 学 工 学 Ⅱ
反 応 工 学
プ ロ セ ス 工 学
応 用 数 学 Ⅰ
応 用 数 学 Ⅱ
一 般 物 理
機 器 分 析
機 能 材 料 解 析 学
細胞・遺伝子工学
環 境 工 学
資 源 化 学
計 算 化 学
複 合 工 学
創 作 実 習
物 質 化 学 実 験 １
物 質 化 学 実 験 ２
物 質 化 学 実 験 ３
物 質 化 学 実 験 ４
物 質 化 学 実 験 ５

3.学年別単位数欄の数字は「履修単位」の単位数，〇付数字は「学修単位１」，
　□付数字は「学修単位２」の単位数を表す。

卒 業 研 究
小　　　　計

選
択
科
目

半 導 体 工 学 概 論

技 術 国 際 研 修
国 際 研 修 Ⅰ
国 際 研 修 Ⅱ
イノベーション創成Ⅰ

工 場 実 習
半導体デバイス工学

開 設 単 位 数 計
修 得 単 位 数 計
1.形態欄「履」は学則第２４条第３項により開設される授業科目。
2.形態欄「学」は学則第２４条第４項により開設される授業科目。

イノベーション創成Ⅱ

小　　　　　計
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専 攻 科 教 育 課 程

連携教育
プログラム
認定科目 

別表第３（第５０条関係）

日 本 語 表 現 法 1 △ △ △ △

総 合 英 語 Ⅰ 2 △ △ △ △ ◎me,ee,it,cb

総 合 英 語 Ⅱ 2 △ △ △ △ ◎me,ee,it,cb

応 用 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 1 △ △ △ △

近 代 国 際 社 会 論 2 △ △ △ △

必修科目修得単位数計 8

技 術 者 総 合 ゼ ミ Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○ ◎me,ee,it,cb

技 術 者 総 合 ゼ ミ Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○

総 合 創 造 実 験 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎me,ee,it,cb

総 合 創 造 演 習 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎me,ee,it,cb

応 用 線 形 代 数 2 ○ ○ ○ ○

産 業 数 理 2 ○ ○ ○ ○

応 用 化 学 2 ○ ○ ○ ○ ◎me,ee,it,cb

現 代 物 理 学 2 ○ ○ ○ ○ ◎me,ee,it,cb

環 境 論 2 ○ ○ ○ ◎ ◎me,ee,it,cb

必修科目修得単位数計 16

機 械 工 学 概 論 2
機
以外 ○ ○ ○ ◎ee,it,cb

電 気 電 子 工 学 概 論 2
電
以外 　　6単位修得 ○ ○ ○ ◎me,it,cb

情 報 工 学 概 論 2
情
以外 ○ ○ ○ ◎me,ee,cb

化 学 ・ 生 物 工 学 概 論 2
化生
以外 ○ ○ ○ ◎me,ee,it

選択必修科目開設単位数計 8

選択必修科目修得単位数計 6

22

32

30

一般科目及び専門基礎科目開設単位数計

一般科目及び専門基礎科目修得単位数計

１年

１年

１年

１年

１年

専門基礎科目修得単位数計

専

門

基

礎

科

目

必

修

科

目

１年

選

択

必

修

科

目

一

般

科

目

必

修

科

目

１年

１年

１年

２年

１年

令和７年度入学以降

一般科目及び専門基礎科目

授　　業　　科　　目 単位数 標準履修年次

　

専攻の区分

機械
工学

電気
電子
工学

情報
工学

応用
化学

系 備　　考

専攻に係わる単位
　専門的な内容の授業科目の単位（専門科目の単位）
　→◎で表示
　専門に関連する授業科目の単位（関連科目の単位）
　→○で表示
専攻に係わる単位以外の単位→△で表示

１年

１年

１年

２年

１年

１年

１年

-19-



総 合 創 造 研 究 8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎me,ee,it,cb

特 別 研 究 8 ◎ ◎ ◎ ◎

科 学 英 語 文 献 ゼ ミ 2 ○ ○ ○ ○

応 用 情 報 処 理 2 ◎ ◎ ◎ ○ ◎me,ee,it,cb

必修科目修得単位数計 20

精 密 加 工 特 論 2 機 ◎

場 の 力 学 2 機 ◎ ◎me

熱 流 動 工 学 2 機 ◎

機 械 振 動 論 2 機 ◎ ◎me

粘 性 流 体 力 学 2 機 ◎ ◎me

現 代 制 御 論 2 機 ◎

電 気 回 路 特 論 2 電 ◎ ◎ee

電 気エ ネル ギー工学 2 電 ◎ ◎ee

放 電 プ ラ ズ マ 工 学 2 電 ◎

電 子 材 料 工 学 2 電 　　　１2単位修得 ◎

半 導 体 工 学 2 電 ◎ ◎ee

通 信 工 学 特 論 2 電 ◎

画 像 情 報 工 学 2 情 ◎ ◎it

通 信 方 式 2 情 ◎ ◎it

ネットワーク・セキュリティ 2 情 ◎

情 報 科 学 2 情 ◎

知 識 情 報 工 学 2 情 ◎ ◎it

ソ フ ト ウ ェ ア科学概論 2 情 ◎ ◎it

無 機 化 学 特 論 2 化生 ◎ ◎cb

有 機 化 学 特 論 2 化生 ◎ ◎cb

分 析 化 学 特 論 2 化生 ◎ ◎cb

生 物 化 学 特 論 2 化生 ◎ ◎cb

応 用 物 理 化 学 2 化生 ◎

化 学 シ ス テ ム 工 学 2 化生 ◎

選択必修科目開設単位数計 48

選択必修科目修得単位数計 12

イ ン タ ー ン シ ッ プ 2 全 ○ ○ ○ ○

国 際 研 修 Ⅲ 2 全

国 際 研 修 Ⅳ 4 全

イ ノベーシ ョン創成Ⅲ 2 全

イ ノベーシ ョン創成Ⅳ 4 全

選択科目開設単位数計 14

82

32

114

62

　専攻に係わる単位
　　専門的な内容の授業科目の単位（専門科目の単位）
　　→◎で表示
　　専門に関連する授業科目の単位（関連

連携教育
プログラム
認定科目 

科目の単位）
　　→○で表示
　専攻に係わる単位以外の単位→△で表示

１年

１年

２年

２年

２年

１～２年

１～２年

１～２年

１～２年

１～２年

２年

１年

１年

１年

２年

１年

２年

１年

２年

１年

１年

１年

選

択

必

修

科

目

２年

２年

１年

１年

１年

１年

２年

２年

１年

別表第４（第５０条関係）

専門科目

授業科目 単位数 標準履修年次 系 備　　考

専攻の区分

修 得 単 位 数 計

令和7年度入学以降

応用
化学

情報
工学

電気
電子
工学

機械
工学

専

門

科

目

選

択

科

目

専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

専 門 科 目 修 得 単 位 数 計

開 設 単 位 数 計

必

修

科

目

１年

２年
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